
  各  位

　当社は、2020年５月28日に公表いたしました「 2020 年 3 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」において、

未定としておりました2021年３月期（2020年４月１日～2021年３月31日）の第２四半期連結累計期間及び

通期連結業績予想並びに配当予想について、下表のとおり修正しましたのでお知らせいたします。

記

１．2021年３月期　連結業績予想数値の修正（2020年４月１日～2021年３月31日）
①　第２四半期連結累計期間業績予想の修正

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

１株当たり
四半期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

― ― ― ― ―

今回修正予想(Ｂ) 44,000 △ 4,700 △ 4,200 △ 4,000 △ 167.45

増減額(Ｂ－Ａ) ― ― ― ― ―

増減率(％) ― ― ― ― ―

(ご参考)前第２四半期実績
（2019年９月期）

78,204 264 △ 432 △ 832 △ 35.04

②　通期連結業績予想の修正

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

― ― ― ― ―

今回修正予想(Ｂ) 107,000 △ 4,700 △ 4,200 △ 4,000 △ 167.27

増減額(Ｂ－Ａ) ― ― ― ― ―

増減率(％) ― ― ― ― ―

(ご参考)前期実績
（2020年３月期） 157,680 2,206 770 △ 12,933 △ 544.05

➂　修正の理由
　2021年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルスの感染拡大による影響を合理的に算定することが
困難であったことから未定としておりましたが、当第１四半期連結累計期間の実績及び最近の事業環境を踏まえ、現時
点で入手可能な情報に基づき算定し、公表することといたしました。
　2020年度の上期は中国に端を発した新型コロナウイルス感染症が、日本・米州・アジアの各地域に拡大し、当社海外
生産拠点においても、政府等の要請、得意先の操業停止や縮小に伴い長期にわたり操業を停止したことなどにより大幅
な減収となる見込みです。
　損益面においては、昨年度後半に実施した緊急収益改善活動を役員報酬の減額も含め継続し、労務費・経費等の
削減活動を進めておりますが、売上高の大幅減少による影響をカバーするには至らず、営業損益段階から赤字となる
見込みです。
　下期は一定の回復は見込めるものの前年同期に比べれば大幅な減収となる中、損益面ではブレークイーブンを見込
んでおりますが、通期では上期の赤字幅がほぼそのまま残ると予想しております。
　業績予想につきましては、国内外の景気動向に加え、新型コロナウイルス感染症の拡大若しくは収束の時期や状況、
更には主要得意先の生産・販売動向などの外的要因により大きく変動する可能性もあり、その場合は改めて業績予想を
修正いたします。
　なお、通期連結業績予想における海外子会社財務諸表の換算は、次の為替レートを前提としております。
１米ドル＝105.00円、１メキシコペソ＝4.40円、１タイバーツ＝3.21円、１中国元＝15.00円・・・・・・・・・・・・・・・・・(注１)
１ブラジルレアル＝18.50円、１インドルピー＝1.40円、千インドネシアルピア＝7.00円・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(注２)
　(注１）12月決算会社（2020年１月～2020年12月の予想平均レート）
　(注２） ３月決算会社（2020年４月～ 2021年 ３月の予想平均レート）
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２．2021年３月期　配当予想の修正
①　修正の内容

年間配当金（円）

第２四半期末 期末 合計

前回予想 未定 未定 未定 

今回修正予想 0.00 0.00 0.00

当期実績

前期実績
（2020年３月期）

12.00 13.00 25.00

②　修正の理由
　2021年３月期の配当につきましては、当期が赤字見通しであることに加え、新型コロナウイルスの感染の収束が見通せ
ない状況であることから、誠に遺憾ではございますが無配とさせていただきます。一刻も早く復配できるよう、全社を挙げ
て収益改善活動に取り組んでまいる所存です。

以上

＊本資料に記載されている予想は、本資料の発表時における将来の経済環境予想等の前提に基づいて作成したもの
　 であり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想値と異なる場合があります。


